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いる。第 2 章では、本研究で用いた光散乱と誘電分光の原理や実験装置の特徴が述べられている。第 3






xNb2O6 (SBN)として注目されているランダム場の強い x＝0.70の SBN70の電場効果、時効などがそれぞ
れ述べられている。第６章と第７章では、ランダム場の弱い x＝0.40の SBN40の電場効果、時効などがそ
れぞれ述べられている。第 8 章では、SBN と同じタングステンブロンズ構造を持つ非鉛系一軸性強誘電
体でより高いキュリー温度により注目されている CaxBa1-xNb2O6 (CBN)について、 x＝0.30組成の CBN30














審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
  強誘電体は、外部電場によりその符号が反転する自発分極を持ち多様な外部応答を示す機能性材
料である。現在使われている圧電材料や電気光学材料として重要な強誘電体の産業応用の大半は、鉛
を含むペロフスカイト構造酸化物である。本論文は、巨大誘電率や顕著な光誘起屈折率効果などの巨大
な外場応答で注目されているタングステンブロンズ構造の一軸性強誘電体について、その物性の解明を
目指したものである。3次元的に自発分極が様々な方向をとれる鉛系ペロフスカイト構造酸化物のリラクサ
ー強誘電体については多くの研究があるが、自発分極が特定の軸方向に限定された一軸性のリラクサー
強誘電体の研究はいまだに不十分である。本研究は、一軸性リラクサー強誘電体である SBN、CBN につ
いて静的並びに動的ナノ極性領域に関連する弾性的性質やその電場応答を非破壊・非接触で測れる顕
微ブリルアン散乱法を用いて、その強誘電相転移のダイナミクスやメモリー効果を初めて明らかにした独
創性と新規性の高い優れた研究である。併せて、従来の鉛系ペロフスカイト構造のリラクサー強誘電体に
ついても新しい知見を得ている。論文の要旨において記述したこれらの研究成果は、タングステンブロン
ズ構造の非鉛系リラクサー強誘電体の外場応答やその強誘電相転移のダイナミクスやメモリー効果を実
験的に捕らえた重要な研究であり、従来の鉛系リラクサー強誘電体についてもその理解を深めることがで
きている。これらの研究成果は、巨大電場応答を示すリラクサー強誘電体の物性理解のみならず、磁性を
含むマルチフェロ物質などへの波及効果など今後の物質工学、固体物理学等の進歩に大きく貢献すると
判断される。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成３０年２月１６日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
